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研究成果の概要 

本グループでは、arcRNA を足場に形成される RNP 構造体の作動に必要な構造構築機構を明ら

かにし、それを低分子化合物で人為的に操作する技術開発を目標としている。今年度、廣瀬グル

ープでは、核内ストレス体（nSB）のサブクラスとHSATIIIリピート配列の組み合わせを対応づけるた

めヒト単一染色体含マウス細胞を用いて、１つのサブクラスの由来となる染色体候補を見出した。さ

らに in vitro で配列組み合わせに応じた nSB 様構造体の会合条件を決定した。一方、nSB の「る

つぼ機能」を上流から制御する因子を同定し、その標的因子の制御部位も同定した。こうした nSB

関連の知見をまとめた総説を EMBO Journal誌に発表した。さらにパラスペックル構造体の内部層

構造の形成や独立性維持機構の成果を Nature Cell Biology誌に発表した。新規 arcRNA探索で

は 1000 種類を超える arcRNA 候補を見出し、Nucleic Acids Research 誌に発表した。足達グルー

プでは、90種の非膜構造体局在タンパク質の Bio-ID解析によるクラスターについて、機能や疾患

関連の機能予測から３種類のクラスターに焦点を当てた機能解析を開始した。また、新たに導入し

た質量分析装置の解析条件を検討し、これまでをはるかに上回るハイスループット高深度解析が

可能なことを確認した。中谷、堂野グループでは、光応答性 RNA 結合分子を用いることで、リピー

ト RNA を構成因子とする核内 RNP構造体の形成促進とその解消を近紫外光と可視光照射により

可逆的に制御することに成功した。化合物と光により誘導された構造体では、粒子径の拡張ととも

に構成タンパク質の変化が認められた。以上のように、RNP 構造体の形成・作動機構の解明、構

成因子解析や人為的操作のための新規技術開発の全般にわたって研究が進展している。 
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